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大阪府におけるヒコサンエグリゴミムシダマシ類似個体の記録 

A Record of Uloma cf. hikosana in Osaka Prefecture 

 ヒコサンエグリゴミムシダマシ Uloma hikosana Nakane, 1956 は本州・四国・九州

に分布するコウチュウ目ゴミムシダマシ科の一種である（Masumoto & Nishikawa, 

1986；秋田・益本，2016）。本種は関西では三重県（Masumoto & Nishikawa, 1986；

秋田・益本，2016）、奈良県（Masumoto & Nishikawa, 1986：この記録は奈良県レッド

データブック改訂委員会（2017) の分布記録整理に含まれていない）、京都府（中濵

ら，2019）で記録があるものの、大阪府内では Masumoto & Nishikawa(1986)、大阪

府（2000）、高橋（2011）、秋田・益本（2016）、初宿ら（2020）、国土交通省（2020

年 9 月 16 日閲覧）を参照したものの、記録は確認できなかった。 

 筆者は 2016 年 8 月 27 日

11 時半頃、大阪府河内長野

市滝畑南葛城山にて本種♂に

類似した個体を撮影したので

ここに報告する（図 8）。同

属には多数種みられ、マルセ

ルエグリゴミムシダマシ U. 

marseuli marseuli Nakane, 

1956 などの類似種もいる

が、ヒコサンエグリゴミムシ

ダマシでは体色が赤褐色で、

上翅間室が強く点刻され

（Masumoto & Nishikawa, 

1986；秋田・益本，2016）、

雄では前頭の正中に沿う窪み

は深くその両側が瘤状に盛り上がり、触角第 5-7 節内縁先端の小突起を欠き、前胸背

板前縁の陥没部に接する部分は切り取られず（秋田・益本，2016）、前胸背板押圧部は

図 8 大阪府のヒコサンエグリゴミムシダマシ類似個体 
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深く 2 対の小瘤状隆起は明確（中條，1985）という特徴が見られ、本個体でもこれら

が確認できる。ただ、検索に使われる腹面の形質（Masumoto & Nishikawa, 1986）が

確認できないため、類似種とした。登山道脇で朽ちて露出した木材内部の上で静止し

ているところを撮影した。本記録は日本蟻類研究会大会エクスカーション内で撮影さ

れたものであり、複数参加者がいたため、木材内部が自然に露出したものか、人為的

に破壊されたものか、筆者には特定できなかった。追加報告を期待したい。マルセル

エグリゴミムシダマシであったとしても、ヒコサンエグリゴミムシダマシの形態に類

似した雄個体の報告はないと思われるのでここに報告する。 
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